
JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会（TC-073A）

第１回全体　議事録（案）

1． 日時：2007年7月9日（月）　15：00～17：20

2． 場所：JCI第3会議室

3． 出席者：　29名　　(下線は欠席者)　　
西山峰広，中塚　佶，井上　晋，北山和宏，春日昭夫，日比野誠，岸本一蔵，濱田　譲，菅田昌宏，真鍋英規，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口　茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤　忠彦，柳井修司，田島祐之，谷　昌典，丸田　誠，深井　悟，小室　努，増田安彦，上田博之，福井　剛，阿波野昌幸，張　建東，杉田篤彦，廣井幸夫（代理中村定明），西村一博，鳥居南（JCI事務局）

4． 配付資料：

：議事次第

M－1
：委員名簿

M－2
：研究委員会提出資料（2007年6月8日）

M－3
：1991年「プレストレストコンクリートの利用性追及研究委員会」報告書抜粋

M－4
：PC技術協会「鋼材付着制御によるPC構造性能改善研究委員会」報告書

M－5
：PC技術協会講習会資料「21世紀のコンクリート構造

－アンボンドPC構造の可能性－」

M－6
：PC技術協会「プレストレストコンクリート」

「PC建築構造の性能評価型設計法に向けての取り組み」

M－7－1
：WG活動計画案（春日）

M－7－2
：WG活動計画案（日比野）

M－7－3
：WG活動計画案（北山）

M－8　
：PC技術協会2007年シンポジウム論文「プレキャストPC複合橋脚に関する基礎的研究」（春日）

5． 議事内容：

(1) 西山委員長挨拶：

(2) 委員自己紹介： 

(3) 研究委員会設立趣旨説明：

資料M-2とM-3に基づき，本研究委員会設立の経緯と活動趣旨の説明が西山委員長よりあった。

・報告書作成と報告会が本委員会の義務である。

・報告会は，2009年4月以降に開催予定。

・報告会において，論文公募を行うかどうかは未定。

(4) 建築におけるPCの研究と設計の現状：

資料M-4～M-6に基づき，西山委員長より，建築におけるPCに関する最近の研究と設計が向かおうとしている方向について説明があった。

・耐震に関する研究が多い。

・グラウトについては，コンクリート－シース－グラウト－鋼材間各界面における付着特性および応力伝達機構を含めて今後引き続き取り組まなければならない問題である。

・6月に公布された告示によりアンボンド鋼材の耐震部材への利用が可能となった。環境対応などから期待される工法ではあるが，未知のことも多い。

(5) 活動内容と計画：

資料M-7に基づき，北山WG1主査，日比野WG1主査，および，春日WG2主査よりWG活動計画に関する提案があった。

・土木側では，材料と耐久性に主眼が置かれ，建築側では，部材力学挙動と耐震性を主に取り上げている。

・グラウトの問題は共通である。

・耐火性も採り上げたい。

・基本技術WGと次世代技術WG間にまたがる技術も多い。相互の連絡が必要である。

・環境負荷に対する検討が重要であり，WGの課題として採り上げる。

・耐震性というよりも復旧性という言葉で性能を表現した方がよい。

(6) 全体委員会後に各WGに分かれて今後の活動計画の詳細について検討： 

WG1：

・次回WG1は，10月12日午後2時～5時に開催予定。

WG2：

・次回WG2は，9月27日午後2時～5時に開催予定。


▽建築と土木のPC設計法についてそれぞれ説明する。


▽委員各自が手がけた構造物やPC関連技術について紹介する。

　　　

以　上　　　（記録：西山）
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